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ノナハショウブ鑑賞会は、ＮＨＫテレビでも放映されました。 
 

6 月 11 日、真夏を思わせるような太陽の輝きと、すがすがしい涼風吹きわたる絶好の日和に恵まれ、 

壬生野保育園、壬生野小学校３年生のよい子とともに、恒例の西之澤ノハナショウブ鑑賞会を開くこと 

ができました。 

鑑賞会には、県教育委員会の方がお越しになり、また、当地の保存を熱心に取り組んでおられる居附

繁亀さんご一家並びに上野ケーブルテレビ、新聞社の取材クルー、さらには、当まちづくり協議会の会

長及び幹事さんが駆けつけていただき、歓談しながら咲き誇る花を観賞しました。 

 沢山の方が集まり輪になる。これが「まちづくり」の原点ではないでしょうか。ノハナショウブの鑑

賞会は小さなことかも知れませんが、こんなことの積み重ねから「真のまちづくり」の形ができてくる

ものと確信いたします。ご参加の皆様ありがとうございました。     ■教育・文化実行委員会■ 
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あなたも 浴衣美人になりませんか。  ■教育・文化実行委員会■ 

    

今年の夏、大変身してみませんか。浴衣は気軽に着れる和装です。 

是非、参加して、蝶々・お文庫・貝の口、りぼん、おおいなど、帯の結び方を学びませんか。 

  夏祭り、花火大会、盆踊り、いろんな機会が、ゆかた美人のあなたを待っています。 

    

            開催日／平成 22 年 7 月 17 日（土） 午後１時 30 から 

            開催場所／壬生野地区市民センター和室 

            持参して戴く物／浴衣、帯、伊達巻、紐２本、（有ればコーリンベルト） 

                    タオル３本、洗濯バサミ１個、衿芯１つ 

参加料／無料 

            参加資格／特になし。お子さんの参加も歓迎。 

            講師／中林 律子さん（川西区） 

         練習ですから下着（スリップのようなもの）を着用して行います。 

         参加ご希望の方は、壬生野地区市民センター内壬生野まちづくり協議会 

         事務局（電話 45-8900）まで事前にお申し込み下さい。 

   

 

知って得する夏休み出前講座の開催案内。・・・ 知らないうちに被害者にならないために。   

   携帯電話やインターネットは、お子さんまでもが自由に操り、今や生活に欠かせられないまで普及してい

ますが、反面、犯罪の温床となり知らないうちに被害者となるケースが増えています。この被害者にならない

ために、どのようにこれらに向き合ったらいいのかなど、お子さんとご一緒にお話を聞きませんか。 

来る８月初旬に壬生野地区市民センターで、壬生野小学校ＰＴＡと共同して出前講座を開く予定です。 

詳細は別途、号外にてお知らせします。                 ■教育･文化実行委員会■ 

 

 
生活安全ニュース 

悪質住宅リフォーム業者に注意!! 
伊賀警察署は５月に３名を逮捕しました。「漆喰が剥がれている。」などと言って工事の契約を持ちか

け、「契約の意味、分かっとんのか。仕事した分、金出せ。」と脅したりするそうです。契約は一人で決

めず、断る時ははっきりと断りましょう。 

重機の油圧ポンプ盗難に注意!! 
 ６月に入ってユンボなどから油圧ポンプを取り外して持ち去っています。重機の保管場所への巡回、不

審な人や車を見かけたら、迷わず警察に通報して下さい。 

口蹄疫助成金名目の詐欺行為に注意!! 
 口蹄疫被害畜産農家等への助成金募集という名目で現金を騙し取る被害が発生しています。県の関係者

が各戸に助成金を集めて回ることはありません。電話や訪問等にご注意下さい。 

 

編 集 後 記 

すぐそこに夏がやってきています。海、山に出かけることを楽しみにワクワクする人。暑さに弱いので憂鬱

だなぁと思う人。いろいろですが身体に気をつけて、楽しく夏をのり切りましょう。 

◇◇◇◇ ご意見・お問い合わせ・投稿は、下記までお寄せ下さい。 ◇◇◇◇ 

壬生野地域まちづくり協議会広聴広報実行委員会  TEL：45－8900 
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          走り始めた。しらふじバス。 
（このバスの運行は、壬生野まちづくり協議会の事業ではありません。) 

 

私たちの住む壬生野地区は、例外に洩れず近年の生活スタイルの変化により公共交通機関の運行 

が皆無に近いほど激減し、日常の生活・行動に支障が発生するという社会問題化しています。 

このようなことを 鑑
かんが

みて行政バスが運行されているとこ 

ろですが、いざ上野市街地に行こうとしても 

行政バスと三交バスの乗り継ぎがうまくいかな 

かったりして、不便さえ感じている方も多いと 

思います。そこで、何とか利便性のよいバスの 

運行をおこないたいと立ち上がったバス運行に 

ついて紹介します。 

なお、現在は「山畑区」のみで行っていますが、 

ご要望により他の区へ拡大していくとのことです。   バスの愛称： 

 

★運行事業者：丸山観光有限会社（伊賀市 枅
ひじき

川
がわ

）堀岡 孝  

★バスの運行及びチケット等の問い合わせ先：米野滋基さん(山畑区) 090-3586-6839 

★運行日時：毎週火曜日、金曜日のみです。 

★運行コース：山畑   上野市街地（川東一柏野一佐那具一上野･平野中川原(フレックスホテル交差点)
一岡波総合病院一上野総合市民病院（最終停車先）） 

★運行時刻： 

 第1便 第2便 

コースの特徴 病院行きを主目的 買い物行きを主目的 

往 

路 

山畑上出ゴミ集積所前 AM8：30 AM10：30 

山畑消防庫ロータリー AM8：33 AM10：33 

山畑中森商店前 AM8：35 AM10：35 

復
路 

上野総合市民病院前 PM1：00 PM3：00 

往路の逆コース － － 

コース途中は、ご希望により多少の迂回、立ち寄りにお応えします。 

運転手にご相談下さい。 

★運賃：上野市街地まで片道一律1,000円 （佐那具までは片道500円） 

★ご利用方法：バスの乗車券は、10枚綴りで1セット5,000円です。なお、突発的にご利用の場合は、
単券販売も行います。運転手に申し出てお買い求め下さい。 

★その他：1 バスの乗車定員は15名で、運輸局の認可を受けた旅客運送事業者による事業です。 

2 お客様の乗り合わせ人数が多く、他のお客様にご迷惑をおかけする場合は、迂回、立ち寄

りをお断りする場合があります。 

3 特に帰路のコースは、お迎え場所を事前にお知らせいただきますと対応いたします。なお、

基本路線から大巾に外れる場合は、お断りする場合があります。 

4 ご好評をいただければ路線、時刻変更をして壬生野地域の足とし  

て対応します。 

5 「しらふじバス」以外に29名乗りのマイクロバスも用意していま 

す。小規模人数でのお出かけ(ご旅行など)にご利用ください。詳         

しいことはご相談ください。 
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高齢化社会。あなたも私も、他人ごとではありません。 

  高齢者をみんなで         ができました。（山畑区） 

少子高齢化が急速に進み、当区でも高齢化率が

36％と伊賀市の平均26.6％を大きく上回っていま

す。 

組によっては、63％と5人に3人は高齢者となっ

ています。また、一人暮らしの高齢者や高齢者世帯

もますます増加する傾向にあります。特に、一人暮

らしの場合は、突然病気になったとしても、誰にも

助けを求めることができなかったり、隣同士とのコ

ミュニケーション不足が起こったりします。或いは、

老人を狙った「窃盗」「空き巣」「詐欺」など高齢者

の被害が世間で発生しています。 

高齢期は、誰もが迎えるわけで、医療介護技術の

向上とともに高齢者となってからの人生も長くなっ

ています。その高齢期をどのように過ごすのかは、

社会にとっても個人にとっても大きな問題となって

います。「隣近所のやっかいになりたくない。」と言

うのは、元気な時のセリフです。いざという時に頼

りになるのは、遠くの親戚より近くの他人です。向

こう三軒両隣。昔なら当たり前だった「お隣さんの

気遣い」が、地域の介護力を高めるのではないでし

ょうか。 

こんな思いから、「地域のことは地域で守る。」を

基本に、住民共助の精神に基づく自主的な福祉活動

を行うことにより、住民の安全・安心を向上させる

ことを目的に立ち上げることとしました。 

民生児童委員、福祉協力員を中心に各組の組長、区長さんから 

推薦された総勢36名が会員となり、次のような事業を行います。

 

 

(1) 子ども、高齢者を中心に「見守り、発見、友愛訪問」を 

 日常的に行う。 

(2) 災害時における援助及びその後のケア活動を行う。 

(3) 防災訓練時における援助活動を行う。 

(4) 防災グッズの製作、友愛訪問プレゼントの作成及び配布を行う。 

(5) 訪問サロンの実施を行う。 

当区ではさまざまな催し（老人会のクラブ活動。敬老会。いきいきサロン。 

80歳以上の集いなど）を行っていますが、こうした催しに参加したくても 

参加できない方（障害、病弱等）が多数お見えになります。この方たちに少しでも楽しんでいただきたい、

生き甲斐を持っていただきたいために、各所でサロンを行います。 

(6) 以上のような事業を行うための研修会を行う。 

初めての試みとして6月27日(日)に区内約50名の要援護者に手作りのフラワーアレンジメントをプレゼン

トする友愛訪問を行いました。今後、いろいろな形で「絆」を深めるためのコミニュケーションを大切にして

いきたいと考えています。                           （山畑区：山中 亮） 

 

 

 

 

最高齢者：中林ふみさん（99 歳） 


